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熊本市総支部から県内各地の仲間へ

── 原水禁長崎大会の学びを力に、
草の根から非核・平和政策を推進しよう！

総支部からあなたへ１８２号が伝える原水禁長崎大会

2026年秋号

8月２７日号２面に今回

の熊本地震の全国連合

現地調査のようすの詳

細が掲載されました。

原水禁長崎大会の熱気を全県へ！

語り継ぐ決意と平和外交の提言

社民党熊本県連合 代表 今泉克己

熊本市総支部幹事会が発行する機関紙

『総支部からあなたへ』より、大変力強く意義

深い報告記事（右）が届きました。今年8月、

被爆81年を迎えた「原水禁世界大会 長崎大

会」に熊本県から14名が結集し、核兵器廃絶

と非核・平和への誓いを新たにしてきました。

現在、軍拡大進や非核三原則の見直し議

論など、平和を揺るがす深刻な事態が続いて

います。しかし、武力や「核抑止論」によって

平和はつくれません。今こそ、被爆者の声と

平和への熱意を次世代へ引き継ぎ、対話と信

頼に基づく「非核・平和」の政策を草の根から

提言し続けることが社民党の使命です。
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【社民党のアピール】

原水禁運動を通して提示する

社民党の平和政策

1.「脅し」の抑止力から

「安心と信頼」の外交へ

大軍拡や南西シフトによる基地

化ではなく、粘り強い「平和外交」

によって周辺国との信頼関係を構

築します。

2.「被爆の実相」の継承と

次世代支援

高齢化が進む被爆者や「被爆体

験者」の理不尽な線引きをなくし、

国家補償の徹底と高校生平和大

使をはじめとする若者の活動を強

力に後押しします。

3.暮らしと結びついた

「草の根の平和主義」

軍拡予算ではなく、福祉・教育・

被災地支援など「命と暮らし」を守

る予算への転換を訴えます。

【全県支部・党員への行動提起】

① 記事の学習・地域での話題化 

本紙や熊本市総支部の実践を、

各地域での街頭宣伝や対話の場

でぜひご活用ください。

② 各足元からの発信 

熊本市以外の各支部・地域にお

いても、街頭活動やSNSでの共有

など「できる形」で連動していきま

しょう。

社会新報熊本県版９６号にも

橋村副党首（県連合副代表）の原水禁長崎大会

報告記事が掲載されています。

合わせてごらんください。（今泉）「AI生成イラストを編集部で調整・監修のうえ掲載」
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